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農業の世界に飛び込み、６次産業化を目指す1

人とのつながりを感じる軽米町の魅力2
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令和６年９月～任期
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現在、小さいお子さん２人を育てている堀田さんご夫妻。
軽米町が子育て支援に力を入れていることも、移住の決め
手となりました。同じ幼稚園に通う子供たちが声を掛けて
くれるなど、地域の子供たちとの距離が非常に近く、子供
を通してつながりが広がっていくことも魅力のひとつとの
ことでした。
近所の方々も本当の家族のように接してくれ、地元の農
家さんを紹介してくれたり、採れたての野菜をおすそ分け
してくれるなど、人の温かさを感じることが多いそうです。

令和６年９月に地域おこし協力隊として軽米町に着任し
た堀田さんご夫妻は、元々仙台市で飲食店を経営していま
したが、「自分たちで作物を育て、加工を手掛ける６次産
業化に取り組んでみたい」と、思い切って農業を始めるこ
とにしました。軽米町の特産であるホップや葉たばこ等の
工芸作物に興味を持ち、１年目は町のホップ農家の下で研
修を受けました。農業をビジネスとして成立させるために、
２年目からは果樹栽培をメインに活動しており、将来的に
は６次産業化につなげていきたいと考えています。
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